
堺市二次医療圏における病院群との連絡調整の場の創設（案）

目的：堺市二次医療圏内の病院・堺市医師会・堺市等が課題や目標を共有し、病院間での自主的な対話をもって、実行性のある役割分担による解決を促す。

役割A 役割B 役割C

（行政）どこかの役割を担ってもらいたい。

役割Aを担ったとき、
役割Bを担う病院は
どこだろうか？

負担が大きいのではないか？

他の病院は、
どう考えている
のだろうか？

役割A 役割B 役割C

（行政）この体制で対応したい。

工夫すれば、
もっと良くなる
のではないか？

・・・・・・・・

意見を聞く
場面はない
のか？

課題や目標を共有しないまま進めていくことにより、
後から新たな問題が明らかになる、協力を得るのが困難になる等が懸念される。

病院群の自主的な取組につながらないまま、個別での働きかけが必要となり、
スムーズに進まない等が懸念される。

【工夫したいケース】

【連絡調整の場】

主体 ：堺市
事務局 ：堺市健康医療政策課 等
出席者 ：病院・堺市医師会 等

病院等の意見をもとに、
堺市から提案・説明し、
課題や目標を共有する。

堺市から提案・説明する
ことで、忌憚のない意見交換

が期待できる。

役割Bであれば、担えそうだが、
役割Aのフォローが必要。

役割Aを担わせていただき、
役割B・Cのフォローをします。

皆さんがそうしていただけるなら、
役割Cを引き受けます。

地域医療構想 等

平時から協力を得やすい基盤を
作っておくことで、有事の際
（新興感染症への対応等）
にも、協力を得やすくなる。

複数回の開催
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